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報  告

三田市のカザグルマ群落に関する報告
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Report  of  the  Clematis  patens  Community  in  Sanda,  Hyogo  Prefecture.

Hiroaki  Ishida1', Tamotsu  Hattori1'*,  Teruto  Nagayoshi"*,  Takeshi  Suzuki1'*,

Seiji Kodate1'*,  Minoru  Kikuta2', Hiroji  Akamatsu3'  and  Michiko  Yamato4>

To  conserve  Clematis  patens community,  which  is in danger  of extinction, the  actual

conditions concerning  its distribution, floristic composition  and  habitat conditions  were

investigated in Sanda,  Hyogo  prefecture. The  results show  that the Clematis patens community

is distributed in seven locations, and  characterized by the presence of Clematis patens and by the

dominance  of Cocculus orbiculatus, Lonicera  japonic a, Akebia  trifoliata, Rosa  paniculigera, Ilex

serrata, Deutzia crenata etc. This  community  developed mainly  as a mantle  community  of the

Alnus  japonicarAInus traveculosa community  distributed in the wetland. This  community  belongs

to Rosetea multiflorae Ohba,  Miyawaki  et Tx. 1973.

Key  words: Clematis patens community,  distribution, floristic composition, habitat conditions

は じ め に

カザグルマ(Cli?田α冶/・が四s Morr. d Decne) は,

本州, 四国, 九州北部に広く分布する夏緑性のツル植物

である. 花期(5~6 月)には, 当年枝の先に花柄をだし,

その先端に径7~12cm の花をつけ る. その花の美しさの

ために, 江戸時代の頃にはすでに園芸品種が作り出され

(山田, 1992), 現在では多くの園芸品種が栽培されてい

る. しかし近年, 都市化の進展に伴う生育地の破壊や野

草栽培目的の盗採等によって野生のカザグルマは著しく

減少し, 兵庫県においては最も絶滅のおそれのある植物

(A ランク)の一つに挙げられている(兵庫県環境管理課,

1994). また全国版のレッドデータブック(我が国におけ

る保護上重要な植物種及び群落に関する研究委員会種分

科会,1989) においてIも危急種として位置づけられており,

全国的にもその衰退および絶滅が危惧される状況にある.

このような危機的状況にあるカザグルマを保護・保全す

るためには, まずその実態を明らかにする必要がある.

絶滅の危機に瀕している植物種の保全を目的とした研

究としては, カワラノギクについての研究(倉本ほか,

1992,1994,1995)やサクラソウについての研究(Washitani

・・/αL, 1991,1994a,b) などがある. しかし, カザグル

マを対象とした保全生物学的研究はまだ進められておら

ず, また.カザグルマの生育環境やそれを含む群落につい

ての報告も浜田ほか(1975)の他は極めて少ないため, カ

ザグルマの生育条件や生態的特性, さらにカザグルマを

含む群落の種組成等については明らかでない. 筆者らは,

カザグルマの保全の第一一段階として, カザグルマの自生

する兵庫県三田市においてカザグルマの分布およびそれ

を含む群落について調査を行った. その結果, カザグル

マ群落の分布, 種組成, 立地条件等について基礎的な知

見を得たので報告する.

調査方法

調査地域の概要

調査は兵庫県の東部に位置する三田市の合計7地点で

行った. 各調査地は新生代に堆積L.だ地層である神戸層
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Table  1. Locality, altitude and  geological features of each  stand investigated.

群, 大阪層群や中生代の有馬層群上にある. 三田市の気

象条件は最寄りの観測所(三 田,海技157m) の観測資料

(気象庁,1958,1959) によると√年平均気温は13.9 °C,年

降水量は1303mm である. いずれの調査地 も観測所に近

いことから, ほぼ同様の気象条件下にあると推定される.

調査地の地名, 海技, 地質についてはTable 1 に, 地理

的位置についてはFig. 1に示した.

調査方法

調査はカザグルマの生育する植分につして植物社会学

的方法(Braun-Blanquet,  1964)を用いて行い,7 地点よ

り合計10 の植生調査資料が得られた. 調査は1993 年から

1996年にかけて行った.

結 果お よび 考 察

種類組成

調査の結果得られた10の植生調査資料を基に常在度表

(Appendix) を作成し, カザグルマ群落としてまとめた.

本群落は, カザグルマが生育する他, ツル植物や好陽性

の低木類が優占することで特徴づけられるマント群落あ

るいはソデ群落である.

本群落の常在度の高い種としては, カザグルマの他に

レ クバアケビ, アオツヅラフジ, スイヤズラ, フジ, ヘ

クソカズラ, ツタ, テイカカズラ, サルトリイバラなど

のツル植物, ネザサ, ミヤコイバラ, ウメモドキ, ウツ

ギ, ヒメコウゾ, コツクバネウツギなどの低木類, ドク

ダミ, スギナ, ゼンマイ, ベニシダ, ヤエムグラなどの

草本類があげられる. カザグルマ, レ クバアケビ, アオ

ツヅラフジ, スイカズラなどのツル植物は階層にはほと

んど分化せず, 林縁部を草本層から低木層にかけてマン

ト状に被うように生育している. Fig.2 には森林群落か

らカザグルマの生育するマント群落の断面を示した. 本

群落の上層にはコナラ, アベマキ, ハンノキ, サクナバ

ハソノキなど木本群落を構成する高木類がみられる. 低

木層にはネザサ, ミヤコイバラ, ウメモドキ, ウツギ,

ヒメコウゾ, ナガバモミジイチゴ, コバノミツバツツジ

など奸陽性の低木類が生育し, 草本層にはドクダミ, ス

ギナ, ヤエムグラ, ヌマガヤ, カサスゲ, ミゾシダ, シ

ケシダなど好適湿性および好湿性の種が多く生育してい

る・ Fig.  3には群落の外観の模式を示した。

立地条件

本群落は, 湿地に成立するハソノキーサクラバハソノ

キ群落のマント群落(PlOt Nos.3,4) やその群落のギャッ

プに発達した群落(PlOt NOS 。8,9)として成立する他に,

丘陵山足部の適湿地に発達するコナラーアベマキ群集

(PlOt Nos.2,7), 竹林のマ ント群落(PlOt N0.1) やそ

れに続くソデ群落(PlOt Nos.5,6,10) として, いずれも

湿性から適湿性の土壌条件下に発達しているが, 主とし

て湿地の周辺に多くみられる。カザグルマが湿地辺を特

に好んで生育していることはすでに浜田ほか(1975) が報

告しており, 少なくとも当地一帯では, カザグルマ群落

Fig.l. Map  showing  the location of the study  area.

Numerals  (1 ―-7) correspond to the locality numbers  in

Table 1.



Fig.  2. Vegetation profile of Clemαtis patens community viewed from the side 。

1:A  In us japの汝 鹹ハン ノキハ2:  Lig・酊r四・obtusifoliuniiイボタノキ),3:Wisteria

皿湎&凹 面(フジ),4: Ilex serratai ウメモド キ),5: 召凹 治tynia cordataiド クダミ),

6: C/四・α治 加 的z牡カザ グルマ),7:Pleioblastus  chinりvar に嵒w 治(ネザサ)。

Fig.3. Vegetation  profile of Clematis 夕㎡四s community viewed from the

outside.
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は湿地の木本群落であるハソノキーサクラバハンノキ群

落の湿性型マント群落としての性格が強いように思われ

る.

人為的条件

本群落は上述したように自然性の高いハソノキーサク

ラバハソノキ群落の林縁等に成立する他, 二次林の林縁

やソデ群落の成立域といった人為的影響の強い立地にも

広がっている. これらの立地では年に1回程度の草刈り

が実施されているため, 草丈は1m 以下となっている場

合が多い. 草刈りはカザグルマの生育に多大な負の影響

を与えているが, 刈り取りによってフジや他の好陽性低

木類など旺盛な繁殖力をもっ競争種の生育が抑制される

ことや, カザグルマの回復が比較的早いことによって,

かろうじて個体群の維持がなされているようである. カ

ザグルマ群落の生育立地はいずれも北東~北西に面した

半陰地であるが, このことはカザグルマが良好な光条件

下では他種との競争に負げてしまうことを示唆している

ように思われる. また, 過湿地にカザグルマが生育して

いるのも, カザグルマが湿性な土壌条件を奸むという生

理的な条件のためでぱなく, 他種の生育しにくい環境と

いった生態的な条件によるところが大きいと考えられる.

カザグルマを人工的に栽培すると適湿な土壌条件下で最

も良好な生育を示すことからもこのことは裏付けられる.

いずれにして仏 他の競争種の生育が抑制されるような

環境条件下でないとカザグルマの個体群維持は難しいと

考えられる.

都市化に伴う湿地の開発が進む今日, 市内に残された

カザグルマ群落の生育適地は極めて少なく限られている

が, さらに耕作地周辺の林縁にみられる群落についても

刈り取り等が中止された場合には, 三田市のカザグルマ

は個体群維持が困難となりやがて絶滅するものと思われ

る.

植物社会学的な位置づけ

本群落は, ノイバラ, ノブドウ, ヘクソカズラ, ウツ

ギなどノイバラクラスの標徴種を含んでいることから,

ノイバラクラスに位置づけられると考えられる. 低海抜

域(ヤブツバキクラス域)の湿地辺に発達するマント群落

(ノイバラクラス)については, ウメモドキ, ミヤコイバ

ラ, イソノキ, クロミノニシゴリ, コムラサキを標徴種

とするミヤコイバラーウメモドキ群集が報告されている

(宮脇ほか,1990). 同群集には, 上記の標徴種の他, イ

ヌツゲ, サクラバハソノキ, オオミズゴケ, カサスゲな

どの湿地に特徴的に生育する種やスイカズラ, ヘクソカ

ズラなどのツル植物が生育する. カザグルマ群落にもウ

メモドキ, ミヤコイバラが高常在度で出現し, 他に共通

種も多いので, ミヤコイバラーウメモドキ群集に近いも

のと思われるが, カザグルマを含むこと, クロミノニシ

ゴリ, コムラサキを欠くことなど組成的に異なる点も認

められる. 本群落がミヤコイバラーウメモドキ群集に所

属するのか, あるいはマント群落の新しい群集として位

置づけられるのかについては, 他地域のカザグルマ群落

など湿性型マント群落の調査が必要である. 今後調査を

進めたい.

おわりに

以上のように, 兵庫県三田市のカザグルマ群落につい

てその分布, 種組成, 立地条件などが明らかとなった.

これらの結果から, カザグルマの保全に当たってば, そ

の主生育地である湿地辺を保全することが重要であり,

さらにその個体群を持続的に維持するためには, 刈り取

りなどの管理によってフジや好陽性低木類などの競争種

の生育を抑制する必要があると考えられる.

今後は‥三田市内外でさらに資料を収集し, カザグル

マ群落の植物社会学的位置づけや刈り取りおよびその時

期の違いによる影響などカザグルマの個体群維持に関わ

る諸条件を明らかにすると共に, 保全生物学的視点から

カザグルマの調査を進めたい.
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Appendix. Floristic composition of the Clematis patens community.



Appendix (continued).

Species occurring in one plot

1:Aucuba 、japonic aアオキ 十,1: 乃ea sinensハ チャノキ2.  2, 1:Clematis  tt?f刀汀lora センニンソウ1.  2, 1:Codonopsis ya 刀ceolata

ツルニンジン1.  2, 1 : Tricy八is affinハ ヤマジノホトトギス 十,1:Polygonum  neo-fi1iformeシンミズヒキ1.  2, 1: 加行四 四U 汀加r四

ネズミムギ1.  2, 1: 印バ四丿朗 加バ朗心 ヤブソテツ 七2:Lindera glauca ヤマコウバシ2.3,2: £j即sけ・ 劭加s汀ol iumイボタノキ

1. 1, 3:Pueraria 加加a クズ 七4: 印加叩θ即刀θ加引 ナガバジャノヒゲ 七4: 肋θ加加加/・回 朋crosepalum モチツツジ1.  1, 4:Acer

cr衣a俘汀olium ウリカエデ1.  1, 4:Vitis  sacc力ar汀efa アマヅル 十,4: 切吋朋c力ia japo刀jcaコナスビ 十,4:Agrostis  clav肩a var.

nukabo ヌカボ 十,5: 町心a angustifoliaカラスノエンドウ1. 2, 5 : Stellaria me虜a ハコベ 七5:Sd 四 加lbiferum コモチマンネング

サ 十,5:Phalar 八 ∂r朗心刀aca クサヨシ1. 2, 5: 夕oc力us asper オニノゲシ 七5 : CIemat八a 釿汀ana ボタンヅル2. 2, 5 : Tori I is

japonica ヤブジラミ 七5: 夕tellaria aqu肩jca ウシハコベ 十,6: 尨刀unculus japonicus ウマノアシガタ 七6:? 加r八 力ieracio丿加s

var. glabrescens コウゾリナ 十,6:Festuca 周rvigluma トボシガラ 七6: 加心gofera ps助加一山ictoriaコマツナギ 十,6: 加zび7a

c茆肩町a スズメノヤリ 七6:7) お周lum dil町肘四 シマスズメノヒエ 十,6 : Carex breviculmisアオスゲ1.  2, 6 : Vicia 四巧収a ナンテ

ンハギ1. 1, 6 : Gr 吋urn japonicum J アザミ1.  2, 6:Dioscorea tokoro オニドコロ 十,6 : Carex floribundaヒカゲスゲ 七6 : Aden叩加ra

triphylla var. japonica ツリガネニンジン1.  2, 6: 加zula multiflora ヤマスズメノヒエ1.  2, 6: 加c力酊刀ea chrysant加 ヘビイチゴ 七

6: 旄吋習laria 加心ca タツナミソウ 七6: と 址酊朗 朗nuus ヒメジョオン 十,6:Rumex  acetosellaヒメスイバ 七6: 稈心oblastus

s力ibuyanus f. 印加叩as ケネザサ3.  3, 7:Rubia  akane アカネ 十,7:G/ 叩加朋 加deracea var. gran 心s カキドオシ 十,7:Mai  lotus

y即回迂回 アカメガシワ 七7:Hedera r 加励ea キヅタ1.  2, 7:Lindera  obti丿吋加加 ダンコウバイ 七7: 加加s parv汀olius ナワシロイチ

ゴ 糺7 : Nandina domes t ica ナンテン 十,7:Rhus  ambigua ツタウルシ1. 2, 7: 加油ra 叩 力丿即丿加s コブナグサ 七7:ary 心lis inc八a

ムラサキケマン1. 2, 7: かp加刀丿四 加c八朗 トラノオシダ 七7:Galium  trifidum var. 加evipeduncぴ/琵四 ホソバノヨツバムグラ 十,7:

Quercus glaucaアラカシ1. 2, 8:Osmnthus 力eterophyllusヒイラギ 十,8:7 石沢erospermum japonicumツルリンドウ 七8:Lysimac 力ia

加バ回心 ヌマトラノオ 七8: 冖肘力ra加rbinervis リョウブ 七8:Prunus grayana ウワミズザクラ2. 1, 9: 肩肘pd 四回加sa ソヨゴ

1. 1, 9:Patrinia  v バlosa オトコエシ 十,9: 肋閲叭/凹面回 加e即加rj ヤマツツジ 十,9: £蹌旧け四 劫即加c四 ネズミモチ 十,9 : Agrおりs

治郎回回sハ ヒメコヌカグサ 七9 : Frax加us siebol心朗∂ マルバアオダモ1.  1, 9:Aster rugulosus サワシ囗ギク 七9: 杓皿us verec凹面

カスミザクラ 七10 : Qr 朗丿四 油皿加r鍜j ゲンノショウコ 十,10 : 肋ぴs javanica ヌルデ3.3, 10 : 加nbaria villosa / アズキ2.2,  10 :

ylc力町a肘加s japonic aヒカゲイノコズチ 糺10 : 肋加s 加河・geriフユイチゴ2.2,  10 : Apios foバ回心 ホドイモ1.1.



Plate  1-1. Flowering  of Clematis patens.

Plate 1-2. View  of the Clemais patens community.




